


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存の屋根に熱交換塗料を塗装するだけでこんなに温度が下がります 

■一般の遮熱塗料との比較＆検証 

劣化スレート屋根外壁・劣化鋼板屋根・外壁 ＫＳ工法 
～強化・長期延命・再生・鉄部防錆・防蝕・防熱・防水仕様～ 

●ＫＳ工法はスレート建物、鋼板屋根（折板・瓦棒）等に対応できます。 ●スプレー工法のため、シームレスな防水膜を形成しますので複雑な

形状に対応できます。 ●吹付ゴム防水がスレート・鋼板を保護し、耐久性が向上します。また、鉄板屋根では防音の効果があります。 

熱交換塗料…熱を消す塗料 一般遮熱塗料に比べ３０％程度高い遮熱効果 
～太陽光線を運動エネルギーに変換させて熱エネルギーを消費させます～ 

■佐賀県 神崎総合庁舎 外部会議室 熱交換塗料塗装工事実績 

○温度測定実施期間：Ｈ１６年８月２１日～Ｈ１６年９月１５日 

○測定場所：外会議室屋根表面、外会議室屋根裏、外会議室室内、外部 

○測定機器：Ｔｈｅｒｍｏ Ｒｅｃｏｒｄｅｎ ＴＲ－５７Ｃ（㈱Ｔ＆Ｄ） 
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■屋外溶剤タンクでの性能検証 

熱交換塗料と一般の遮熱塗料の比較 

１）ローリー車からの注入日を除けば、１年目から常に熱交換塗料を塗装した屋外溶剤タンクの液温の方が低い状態です。 

これは熱交換塗料の基本性能が従来型遮熱塗料を上回っている事を示します。 

２）２年目になり温度差が拡大してきています。従来型遮熱塗料も２年目で効果を持続しているが温度差、性能差は拡大しています。 

また熱交換塗料の最大液温が３０℃を上回る日がほとんどなくなり、そのため真夏の散水冷却の回数を削減が可能となります。 

熱交換塗料・従来型遮熱塗料を塗装した 

それぞれのタンクの液温差は１０℃あります。 
 
一般塗料の場合はさらに大きな温度差と 

なる見込みです 

※液温が急激に下がっているところや、差が極端

に小さくなっている日は、ローリー車より新しく溶

剤をタンク内へ注入した事を示します 

吹付ゴム防水 厚２ミリ・３ミリ 
１０年の防水保証 

■熱交換塗料の仕組みと一般の遮熱塗料との比較 

施工前 施工後 

スレート屋根：改修前 

スレート屋根：改修後 鉄板屋根：改修後 コロニアル屋根（住宅用スレート）：改修後 

鉄板屋根：改修前 コロニアル屋根（住宅用スレート）：改修前 

④トップＵＶ 

０．３㎏/㎡ 

③吹付ゴム防水 

厚２ミリ・厚３ミリ 

①下地処理 

②プライマー ０．２ｍ/㎡ 

※吹付ゴム防水 厚２ミリ・厚３ミリ 
１０年の防水保証 


